
　　　　　　　　　　　　　　　新しい年を迎えて

東京児童文化協会々員の皆様、明けましておめでとうございます。本年も変わらぬご支援、さらなるご協
力をお願いいたします。
　コロナ、コロナで2年間、そして足掛け3年目の年を迎えました。昨年末になりコロナ感染猛威が多少
衰え、緊急事態宣言がとりあえず解除され「やれやれ、やっと」との思いが出始めましたがましたが、最
近になって、新型オミクロン株への感染不安が出始め、未だ見通しが立たない日々が続きそうな兆しが
止みません。
　コロナ感染が広がりつつある状況で、誰もが己れの家族や、わが身の先行きに、共通して「言うに言
われぬ不安」を感じる中で、私共が一番気になり、心配しているのは、なんと言っても子どもたちを取り
巻く環境の変化です。
　家で、幼稚園や学校で、さらに地域で、日常の行動制限を極端に制限されての生活を強いられている
子どもたちの姿です。いかなる場所でものマスク着用、アルコール消毒、検温は、必要欠くべからざる「お
やくそく」とはいいながら、友達同士、大勢で手をつないで、大声を出して、歌ったり、遊び戯れる事への
制限が日常的に進んでいます。子どもたちを元気にする、様々な集会やイベントの中止が相次ぎ、回復
のめどが立たない状況が続いています。
　ここ数年、超少子化の影響で子どもたちの集団遊びの低下のため、未来を担う子どもたちの成長発達
への影響が心配され、子どもの幸せを願う関係者が様々な改善策を提言し、計画的に進めようとしてき
た矢先のコロナ感染は、子どもたちの健全な成長発達に取り返しのつかない事態を予想せる危機を感
じさせます。
　しかし、ここで無駄に手を拱いている訳にはいきません。私たちは「未来を担う子どもたち」のために、
決して諦めるわけには行きません。
　私共の児童文化協会は　【社是　子どもの未来と感性を育てる児童文化の研究と普及・啓発】
と定めています。今こそこの社是を具体的に推進する時です。私たちは、それぞれの地域でそれぞれの
立場で、それぞれの心情で、身近な生活の中から、自分に出来ることを模索し、仲間と知恵を出し合って、
少しずつ手を付けて参りましょう。今年も会員の皆様のアイデイアを頂きながら、今あるべき児童文化
活動を再考いたしたく思います。改めて、長年に亘リ培ってこられた個々の変わらぬ情熱を結集して。実
りある一年に致しましょう。（脇　　悳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【付記】
新年のあいさつに続き、会員25名の方々の紹介をさせていただきます。
お互い会員ではあっても疎遠であったり、未知の方もいます。順序は名簿順、個々の方のコメントは、長
短・表現等は勝手に表示、かなり思いつきにて、ご勘弁、失礼。無礼、陳謝。

〇佐々木あい子さん　
　小菅知三、脇　悳が國學院大學の学生時代からの師匠、姉御、後見人　東京の最高指導者。
〇宇田川光雄さん
　東京教育大学生の頃から目黒で子ども会指導、日レク、全子連で活躍、ゲームの達人
〇内山則子さん
　保育士、都子連、全子連、児童館館長、大学講師と渡り歩き、子どもクラフト無尽蔵。
〇原澤さつきさん
　町田のお母さん、数知れずの子ども会のリーダー育成。地域の組織の縁の下の力持ち。

〇長谷川実彰さん
　大正大学生の時から児童文化の申し子、全子連で大暴れ、大智院住職「寺子屋」継続。
〇恩田正身さん
　玉川大学時代から、児童文化の虜（酔心）町田、地元新潟の教師生活一貫して青少年教育。
〇田端八重子さん
　岩手県盛岡市を中心に地域の青少年、福祉、読書、女性の人権普活動を全国的に発信。
〇岩増幸子さん
　若き頃から東京交通少年団の指導者として大活躍。頼りになるおばさん。長年当協会監。
〇後藤不二彦さん
　國學院大學児童文化研究会卒業、保田で林間子ども会指導、口演童話、語り口懐かしい。
〇伊佐山治子さん
　國學院大學児童文化研究会卒業、学生時代、巡回子ども会で活躍。東京児研のお世話役。
〇矢部誠一郎さん
　國學院大學児童文化研究会卒業、保田の子ども会、玉川学園高等部、児童文化部指導。
〇松本豊さん
　玉川大学生、保田、明治神宮緑陰學苑、近江神宮林間学校。現在　横浜市子連　会長。
〇千葉　佑さん
　玉川大学生　錦糸町公園子ども会指導。一貫して子どものレク活動邁進　通称千葉やん。
〇福原規生さん
　鋸南町（保田・勝山）教育委員会勤務、一貫し当協会と連携。子ども会のリダーダー養成。
〇関　義範さん
　日大学児童文研時代から、子ども会指導。児童館の運営に従事。関隆範先生の後継者。
〇柴田啓子さん
　玉川時代から、鋸南町、近江神宮林間学校の活動、子育て後、子どもたちに音楽指導。
〇板橋大輔さん
　玉川大学時代、合唱団で子どもたちに音楽劇、都子連専従職員。現在公立小学校教諭。
〇狩野尚子さん
　玉川大学時代、保田の子ども会などで活躍「短パンのたんちゃん」の呼称が懐かしい。
〇井上紀代さん
　玉川大学時代、保田の子ども会の指導。愛称「盆ちゃん」世田谷区の保育園長で活躍。
〇水野絵里さん
　元理事の野原福夫さんの指導で交通少年団のリーダーとして活躍。現在教職に従事。
〇冨塚真人さん
　小学生時代に町田市JL講座に参加。都子連勤務、現在青少年施設「ひなた村」職員。
〇田中健児さん
　保育士、都子連勤務、保育士、ぜんそく児移動教室指導ベテラン.通称ジャイアン。
〇大嶋英二さん
　新宿区公立中学校PＴＡ会長　アイデイアマン、当協会事務局長、期待の星。
〇脇　悳さん
　國學院大學児童文化研究会卒業、終始一貫子ども会活動。終生脇役　通称「ワキワキ仙人」

令和3年のスタート、かけがえのない子どもたちの未来のために、東京児童文化協会の周知を結集して、
意義のある活動を全国に発信いたしましょう。子どもの幸せを願う同士の加入、勧誘をお願いいたします。
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